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財　　産　　目　　録

令和6年3月31日 現在

（単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額

Ⅰ　資産の部
　１　流動資産
　　現金預金
　　　普通預金 肥後銀行大矢野支店 － 運転資金として － － 43,941,428
　　　普通預金(天信) 天草信用金庫大矢野支店 － 運転資金として － － 16,710
　　　当座預金 肥後銀行大矢野支店 － 運転資金として － － 42,028
　　　定期預金(天信) 天草信用金庫大矢野支店 － 運転資金として － － 10,000,000

　　未収補助金 －
人材確保・育成事業補助金、
共同募金会、エネオス奨学助
成金

－ － 4,579,000

　　事業未収金 －
4－3月措置費差額分、一時保
護委託料

－ － 17,407,966

　　前払金 － 園内行事 － － 340,000
　　前払費用 － 地域小規模4月分家賃 － － 300,000
　　　　　　　　　　　　　　　　流動資産合計 76,627,132
　２　固定資産
　 (1) 基本財産

　　土地
(社会福祉法人みどり園)上
天草市大矢野町登立4488-2
他41筆

－
第1種社会福祉事業である、
児童養護施設みどり園の施設
等に使用している

－ － 889,743

　　建物
(社会福祉法人みどり園)上
天草市大矢野町登立4488-2

2011年度
第1種社会福祉事業である、
児童養護施設みどり園の施設
等に使用している

208,577,009 85,891,293 122,685,716

　　建物
(社会福祉法人みどり園)上
天草市大矢野町登立4488-2

1998年度
第1種社会福祉事業である、
児童養護施設みどり園の施設
等に使用している

98,614,750 62,313,043 36,301,707

　　建物
(社会福祉法人みどり園)上
天草市大矢野町登立4488-2

2002年度
第1種社会福祉事業である、
児童養護施設みどり園の施設
等に使用している

5,827,500 5,827,499 1

　　建物
(社会福祉法人みどり園)上
天草市大矢野町登立4488-2

1985年度
第1種社会福祉事業である、
児童養護施設みどり園の施設
等に使用している

37,200,000 33,981,759 3,218,241

　　建物
(社会福祉法人みどり園)上
天草市大矢野町登立4488-2

2007年度
第1種社会福祉事業である、
児童養護施設みどり園の施設
等に使用している

43,548,256 21,906,389 21,641,867

　　建物
(社会福祉法人みどり園)上
天草市大矢野町登立4488-2

1982年度
第1種社会福祉事業である、
児童養護施設みどり園の施設
等に使用している

3,000,000 2,999,999 1

　　建物
(社会福祉法人みどり園)上
天草市大矢野町登立4022-1
みつばﾎｰﾑ

2023年度
第1種社会福祉事業である、
児童養護施設みどり園の施設
等に使用している

66,082,450 917,811 65,164,639

　　基本財産特定預金 肥後銀行大矢野支店 －
社会福祉法人設立のために基
本財産を等取得すべきものと
して指定された寄付金

－ － 1,000,000

　　　　　　　　　　　　　　　　基本財産合計 250,901,915
　 (2)その他の固定資産
　　構築物 外構・フェンス他 － 防犯 16,031,341 11,963,117 4,068,224
　　構築物 銅像 － 3,000,000 1,718,400 1,281,600
　　機械及び装置 非常用発電機 － 防災 3,300,000 550,000 2,750,000
　　車輌運搬具 トヨタ普通自動車他8台 － 児童送迎用 17,088,060 12,480,322 4,607,738

　　器具及び備品
エアコン・オーブン・調理
台他

－ 児童用備品 20,977,039 15,322,940 5,654,099

　　権利 電話架設加入料 － 電話回線使用 － － 10,000

　　ソフトウェア
システム(会計・給与・栄
養管理)

－ 会計管理・栄養管理 1,882,350 1,882,350 0

　　退職給付引当資産 熊本県社会福祉協議会 － 退職共済施設積立 － － 16,849,593

　　人件費積立資産 定期預金 －
将来における人件費支払い目
的のために積み立てている

－ － 8,000,000

　　修繕積立資産 定期預金 －
将来における資産修繕目的の
ために積み立てている

－ － 8,000,000

　　施設整備等積立資産 定期預金 －
将来における資産取得目的の
ために積み立てている

－ － 168,000,000

　　備品等購入積立資産 定期預金 －
将来における備品購入目的の
ために積み立てている

－ － 4,000,000

　　差入保証金 敷金 － 不動産賃貸契約 － － 0
　　車輌預託金 自動車8台分 － リサイクル料 － － 98,950
　　　　　　　　　　　　　　その他の固定資産合計 223,320,204
　　　　　　　　　　　　　　　　固定資産合計 474,222,119
　　　　　　　　　　　　　　　　　資産合計 550,849,251
Ⅱ　負債の部
　１　流動負債
　　事業未払金 － － － 8,290,257
　　職員預り金 － － － 2,351,320
　　賞与引当金 － － － 8,432,145
　　　　　　　　　　　　　　　　流動負債合計 19,073,722



　２　固定負債
　　設備資金借入金 － － － 0
　　退職給付引当金 － － － 16,849,593
　　　　　　　　　　　　　　　　固定負債合計 16,849,593
　　　　　　　　　　　　　　　　　負債合計 35,923,315
　　　　　　　　　　　　　　　　 差引純資産 514,925,936

（記載上の留意事項）

・土地、建物が複数ある場合には、科目を拠点区分毎に分けて記載するものとする。

・同一の科目について控除対象財産に該当し得るものと、該当し得ないものが含まれる場合には、分けて記載するものとする。

・科目を分けて記載した場合は、小計欄を設けて、「貸借対照表価額」欄と一致させる。

・「使用目的等」欄には、社会福祉法第55条の2の規定に基づく社会福祉充実残額の算定に必要な控除対象財産の判定を行うため、各資産の使用目的を簡潔に記載

　する。

　なお、負債については、「使用目的等」欄の記載を要しない。

・「貸借対照表価額」欄は、「取得価額」欄と「減価償却累計額」欄の差額と同額になることに留意する。

・建物についてのみ「取得年度」欄を記載する。

・減価償却資産（有形固定資産に限る）については、「減価償却累計額」欄を記載する。なお、減価償却累計額には、減損損失累計額を含むものとする。

　また、ソフトウェアについては、取得価額から貸借対照表価額を控除して得た額を「減価償却累計額」欄に記載する。

・車輌運搬具の○○には会社名と車種を記載すること。車輌番号は任意記載とする。

・預金に関する口座番号は任意記載とする。


